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現在完了形についての一考察

その本質的意味と効果的な指導法

小　　寺　　茂　　明＊
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⑪。はじめに
　本稿1ま，英語教育的観点から，英語の現在完了形につ

いてとりあげ，Aspect的立場から，その本質的意味機

能を解明することを目的としつつ、同時に英語教育での

効果的な指導に役立てることをもねらいとするものであ

る。それというのも，英語学習者が，この現在完了形と

いう認識のPattemについて，どれほど正確な理解を

もっているのか，はなはだ疑間に思われるからである。

おそらくその本質的な意味機能の理解は十分ではなく，

ただなんとなく漢然と理解しているに過ぎないのではな

いだろうか。

　教室では通例われわれは、伝統的に，現在完了形のも

つ意味用法を，「完了」，「結果」，「経験」，「継続」の四

つに分類し，それぞれの典型的な例文を通して指導する

ことになっている。しかしそれはしばしば分類のための

分類という指導になりがちであり，生徒のほうも、「（ち

ょうど）～したところだ」，r～してしまった」，r～した

（そしてその結果今は…である）」，「～したことがあ

る」，rずっと～している」などといった日本語訳を機械

的に頭から暗記してかかり，しかもそれを通してのみの

理解にとどまる傾向にあるのではないだろうか。そして

そのために現在完了形に出会うたびに，どの訳語を当て

はめればよいのかという判断に，英語の読みの重点が移

ってしまっているということはないだろうか。もしそう

だとすれば，現在完了形について，その本質的な理解は

出来ていないと言わざるを得ないであろう。また，英語

の現在完了形に対して，　日本語ではこのように，「～し

た」，「～している」≒などという訳語を用いるが，これら

の訳語は，日本語の時制的観念から言えば，それぞれ，

過去及び現在であるから，日英両語の問に存在する時制
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のズレを意識せず，日本語的時制概念で捕えていては，

日本語にはない認識のPattemである現在完了形を正

しく理解することはできないであろう。

　以上のようなことと関連して，たとえば，五島・織田

（1977189）に次のような発言がみられる：

　　たとえば“He　has　become　a　good　student”を

　「よい生徒になりました」と訳す。こんどそれを英語

　に訳させると“Hebecameagoodstudent．”が
　出てくる。そしてこの文からは，“He　was　a　good

　student・”という認識しか出てこない。たしか出発は

　“Heωα舳㌻a　good　student．”だったはずです。だ

　んだんとズレていって最後に脱線する。競合脱線とい

　うことですね。これが多い。一方，“He　has　become

　a　good　student．”　は，　“He　is　a　good　student

　nOW・”ということだと言うと，「そんならなんで最初

　からそう言えへんねん」と思うらしい。用法の分類に

　汲々としていて，現在完了の本質という視点からの指

　導がどうしても抜けてしまう。

ここに示されているような，現在完了形に対する，日本

語（訳）に引きずられた誤解もしくは認識不足は，やは

り英語教育における一つの欠陥ではないかと思われる。

あるいは十分に再考の余地のあるところであろう。つま

り，用法の分類に終始してきた今までの英語教育におい

ては、英語の現在完了形は過去時制とどのように異な

り，したがってどんな場合に過去時制と区別して現在完

了形が用いられるのかといった，具体的で説得力のあ

る，いわば本質的な指導が十分になされてこなかったよ

うに思われるのである。

1，As脾銚としての現在完了形

　さて，英語の動詞に関する最近の研究においては，そ

の時制として，現在時制及び遇去時制の二つしか認め
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ず，したがって，いわゆる未来時制を認めないという立

場が主流的見解である。そしてそのような見解において

は，従来よく時制の申で論じられてきた，いわゆる完了

形や進行形はAspect（相）として捕えられていること

が多い。

　たとえは，Chomsky（196542ff）にみられるAux
（動詞補助語句）の展開は次のように公式化されている：

　Aux→Tense（Moda1）（P6げθo之）（Progrθ∬加6）

これはまた。Chomsky（1965：107）ではさらに次のよ

うに簡略に表記されているl

　Aux→Tense（M）（Aspect）

変形文法においては、Tense（時制），Moda1（法助動

詞），Perfect（完了相），PrOgressive（進行相），

Passiye（受動相）の五つをさして，動詞補助語旬とい

うが，この簡略表記の意味するところは，英語のAux

という句において，TenseとしてはPastまたは
Presentのいずれかを必ず含み（必須要素），さらに

ω〃，∫1〃〃，o伽，刎αツなどのModa1を含んでもよい

し・また含まなくてもよく（選択要素），さらにAspect

として，PerfectまたはProgressiveを，あるいはこ

れらの両者を同時に，含んでもよいし，また含まなくて

もよい（選択要素），ということである。

　ところで，われわれの常識からしても，完了形や進行

形において，時制としての機能を受け持つのは，それぞ

れ，いわゆる助動詞としてのんαη8及びろθの変化であ

るが，それはまた一方では，加η6＋EN及びろθ十INGと

いう迂言形（Per1phrast1c　form）で。動作・状態の様

椙，即ち（Grammat1ca1）Aspectをも示していると考

えられよう。つまり完了形や進行形はTenseとAspect

の二つの要素が交錯・混在したものなのである。考え

てみれば，伝統的な用語であるPresent　Perfectやあ

るいはPresent　Progressi▽eという名称そのものも

Tense及びAspectの両面からつけられたものとみなす

こともできよう。ただどちらかと言えば，Aspectとし

ての要素のほうが強いので，現代言語学者の考え方の多

くは，Aspect的解釈に傾いていると言えるのである。

　以上のようなAspect的考えは，Chomskyに限ら

ず，その他，たとえば，C1ose（1962），0ta（1963），

Leech（1971），　Quirk　砿　αZ、（1972），　Quirk　and

Greenbaum（1973）など多くの学者の問に見出され

るし，完了形に対しては，　Twadde11（19632）は

Cu「「ent「e1e∀anceという用語を用い，Joos（19682）や

Pa1mer（1974）はPhaseという用語を用いているが，

それらもやはり同じ見解に属するものと思われる。あ

るいはまた，Homby（1954）やJespersen（1931）な

どはInc1usive　Presentという用語を用い，Jespersen

はさらに，Retrospect1ve　aspectという考えも示して

いる。

　ところで，（進行形についてもそう言えるのだが）こ

のように，現在完了形について，その伝統的なPresent

Perfectという名称にあきたらず，さまざまな呼称が考

え出されているということ自体，それが単に時制を示す

だけのものではなく，同時にまた，その本質がなかなか捕

え難いものであることをも示しているものと言えよう。

が，それはともかく，われわれとしての当面の問題は，

この現在完了形のもつ本質的意味機能がいったい何であ

るのかを解明することでなくてはならないのである。

　現在の変形文法におけるAspectの意味解釈につい

てはまだ十分に検討されていないし，もちろんそれに対

する共通見解もない。また，AsPectのもつそれぞれの

細かなニュアンスまでを含めた意味解釈規則の体系化は

かなり困難であり，かつ複雑なものになることが予想さ

れる。結局いまのところ，時の意味解釈において，その

解釈のしかた（「読み」）にどれだけのものを用意するか

という問題に答えるためにも，伝統文法的な立場をも基

盤としながら，Data－orientedな経験的・実証的な研

究が必要であるように思われる。

2．現在完了形の実例の検討　一その特徴を探る一

　文法書などにあげられている例文やその理論的説明だ

けでは，それが実際にどのような場面で用いられている

のか明らかでないことも多く，また，十分に納得がいく

ためには，単にそれを鵜呑にするだけではいけない。各

学者の説を検討する前に，収集したDataを検討しなが

ら，まず現在完了形の特徴を探ってみることにしよう。

21資料収集用文献及ぴ資料収集基準

　ここでは現代英語から，現在完了形の用例をちょうど

300例収集してみた。用例になるべく偏りが生じないよ

うに，いくつかのジャンルからat　randomに作品を選

んで収集したが，用いた作品は，　丁加P00Z（1958，

英宝杜：モームの短編小説），λη伽αZ肋榊（1951，

Penguin　Books：オーウエルの代表的申編小説），丁加

L伽θ丹加6θ（1966，英光杜：サン・テグジュペリ原作

の童話の英語版），Hoω1Dづ560η伽∂A榊ブ｛6α（1968、

英潮杜：J．カーカップのアメリカ旅行に関するエッセ

ィ），丁尻εRo舵丁α肱oo（1958，Penguin　Books：T．ウ

ィリアムズの戯曲），A　Cん”’3B必Z3：N舳丁θ吻刎刎

（1973，Pan　Books：小供向きに書き直した新約聖書），

及びCo肋卿orαび肋g’〃5ん7（1973，Si1YerBurdett：

中学一年生程度のアメリカの国語の教科書）の七冊であ

る。それぞれの作品にみられた現在完了形の用例数を示

せば次のとおりである：

　1．　7「脆θ1⊃；ooZ　　　　　　　　　　　　　　　　　14　（72）

　2．ノ1〃｛ηzαZ　Fαブ〃z　　　　　　　　　　　　　　47　（120）

　3．　7「んθ　11妨Z召　Pブ｛〃cθ　　　　　　　　　　　　89　（107）

　4．Hoτo∫1）｛860ηθrε6ノし〃犯ブたα　　　29　（62）
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5．ηθR05θTα肋o　　　　50（113）

　6．A　Cん〃∂’3Bづ6Zθ　　　　　　　　　　　　35　（pp．1＿100）

　7．Co肋θ〃ψo閉び五〃gZムん7　　　　36（p皿5＿24）

なお，（）内の数宇はそれぞれの作品の総ぺ一ジ数，

ただし，6．と7．については資料収集に用いた範囲のぺ一

ジ数を示す。

　また，資料収集の際の基準は次のとおりとした：

　1．いわゆる準動詞の完了形や、法助動詞とともに用

　　いられた完了形及び現在完了進行形の用例は除く。

　2．とくにηκRo〃Tα雄00に頻繁にみられるが，

　　んαηθg0乏（工0）はんωθ（玄o）と同じ意味であるので

　　除く。したがってまた，やはり珊θR03θ丁肋00

　　に頻繁にみられる，文（1），（2）のような，単にg－0左

　　（な0）だけでんωθg0カ（オ0）の意味に用いられて

　　いるものも除くことはもちろんである：

　　（1）Maybe　he　needs　the　opPos1te　kmd　of　a

　　　powd－er，I　go¢that　too　（21）

　　（2）　I　go2之o　get　to　the　h1gh　schoo1一（41）

　3．同じく珊θR05θTb〃ooにみられる文（3）のよう

　　な場合は，ろθθ〃＝ん伽〃θ刎と考えられるが，．正式

　　な語法でないと判断して，やはり除く：

　　（3）Iろ舳z　to　The　Idea1Barber’s一（88）

　　　［んω6の脱落◎Cf．9oオ＝1んωθgoz（＝ん〃θ）コ

　4．文（4）のような場合は，現在完了形及びそれと共起

　　しているAdYerbia1の〃ωκもそれぞれ三回ず

　　つ用いられたものとしてCOuntした：

　　（4）What　sma11ch11d　h鮒〃舳｛肺，k批軸，

　　　or枕ie也to　bite　a　p1aymate　to　express

　　　d1sapprova1？（C01娩刎クo閉びE〃gZ洲ん　12）

　以上のような基準をもとに用例を収集したが，わずか

の300例に遇ぎないので，資料とレて必ずしも十分とは

言えないかも知れないが，次に，これらの用例を観察す

ることによって得られた，現在完了形についての所見を

述べることにしよう。

22　現在冗了形の便用頻度と文体

　ここに収集した資料から判断して，現在完了形は明ら

かに口語体の文章において多用されると言うことができ

る。たとえば，丁肋月00Zにおける14の用例のうち，地

の文での用例はわずかに1例のみであり，その他はすべ

て引用符を付した会話体の文章の中にみられるものであ

った。あるいはまた，A〃伽αZ肋ブ〃zにいたっては，

47の用例のすべてが会話体の文章の中にみられるもので

あり，地の文での用例はみあたらなかった。T1〃Ro舵

丁α材ooもト書その他を考慮すれば，口語に基づく戯曲

であるだけにやはり現在完了形は多用されているし，

丁加L棚θPブ伽oθは，会話体を中心にStoryを運ん

でいるだけに，その用例がかなり多くなっていると言え

よう。会話体が現在時を基準にしての発話であることか

ら，現在時制の一種である現在完了形も多用されるのは

当然のことなのである。

　それに対して，Tんθ月ooZやんz伽αZ　F舳〃のよう

に過去時を基調とした小説では，過去時制の一種である

遇去完了形が多用されているということになる。ただ，

そのようなStoryといえども，過去時制のみの使用か

らくる単調さを打ち破るために，文体上の工夫として，

引用符を付した会話体が，適宜，用いられるということ

になるのであろう。

　以上のことから，遇去完了形がL1terary（Wr1tten）

sty1eであるのに対して，現在完了形はCo11oquia1

（Spoken）sty1eであると言えよう。したがって，ま

た，Thomson　and　Martmet（19692・105）が指摘す

るように，現在完了形が「おもに会話，手紙，新聞，ラ

ジオの報道で用いられる（‘chief1yusedinconver－

sat1ons1etters，newspapers，and　w1re1ess　reports，）」

というのはうなづけることであるように思われる。

　2．3　動詞の使用頻度

　300例の現在完了形において，どのような動詞が多く

用いられているかは一応検討すべきであろう。それにつ

いて調べてみると，二回以上用いられている動詞を，そ

の頻度数とともに列挙すれば，ろθ（19），脇（18），∂o

（12），伽尾θ（12），9o（11），んω・（11），60伽（7），んω・

（7），θ励（6），9伽（6），加妙刎（6），力〃（5），肋oω

（5），Z053（5），クz砿　（5），玄α脇θ（5），たZZ　（5），o1zα〃9・θ（4），

み召・o刎θ（3），oo伽伽（3），挑60鮒（3），∫oブg功（3），

Zωηθ（3），ω肋（3），〃r伽（2），6α脇（2），6ブ05∫（2），

6θo｛4θ　（2），6Zθ∫¢ブoツ　（2），∂ブoク　（2），8・助　（2），　Zαツ　（2），

1oo尾　（2），Zoηθ　（2），1｛ηε　（2），フ〃｛35　（2），クα33（2），クroηθ

（2），閉∂（2），ブ舳（2），3肋∂（2），肱尾θ（2），かツ（2），

ω伽姥（2）　という結果であった。ただし，StOryの展

開において，そのなりゆき上，たまたまある動詞が多用

されているということはあるかも知れない。たとえぱ

肋？κ（5）などはその例と言えよう、珊θL倣Zθ丹加oθ

において，肋ηθという動詞は，その登場人物（？）の

Foxとの出会いの場面で，そのThemeにかかわる

Key　wordであるために，そこで連続的に使用されて

いるものであるからである。が，それはともかく，この

結果を一見しただけでも，いかに日常的な基本的な動詞

が多く用いられているかがわかるが，それはまた，現在

完了形が口語体であることを裏付けるものでもあろう。

　なお，次にこの頻度数からみて代表的な動詞の例文を

少し，ル伽αZFα〃〃から，あげておくことにしよう：

　　（5）Snowba11－He　h鯛b㈱皿here－I　can　sme11

　　　him　distinct1y！（69）

　　（6）Donkeys11▽e　a1ong　t1me　None　of　you血鯛

　　　ever團e㊥蛆a　d1ead　donkey　（27）

　　（7）What　he血鍋沮⑰鵬smce1s　d1fferent（71）
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(8) I trust that every animal here appreciates 

the sacrifice that Comrade Napoleon has 

made m taking this extra labour upon 
himself. (49 -50) 

(9) Every drop of it has gone down the 
throats of our enemies. (9) 

~~t*-, ~:~~~~iTy~~))c~~~~~'*'*~~)~Gc~~t~~~~y'J'f~: < , 300 

~U~) 5 ~C!)26~~~;aj) ~ , ~~:~E~i~T~~;ff~~~C~FB~~c~ ~ ~ iC 

y'J+f~: < , ~]~~ufC~~:~f~~~i~~)~~i~~IeCe~, ~)~~~>12~UIJ~> 

~ ~ ~~ ~tLt~~*~>~ tC C ~ ~~r~~ ~~~ < . 

2.4 ~:~~lC~>,:~C~ State Verb O)1~~;~ 

~~ICC tL ~ ~)~1~'-'-'-'~~~-'~]-.-.~- .~C~~~; ~ . V1~)~9);~~~~~~l~1 

(State verb) ~)~~F~l~~~:~~LI(!~y/J+td~*~~ C ~~~~)~>;~ . J~ 

~~~) be (19), have (11), know(5), Iive (2) , Iove(2) 

~)1~~>, A~l ~~>Ic~~~-~~*'~~1~"~~-'-'~~~ ~C~~]VI ~tL~V1;~ ~ C~~ 

~ C~, ilthabit, wear, keep, ~ ~Cx~~~1~*J_~ C~"';~I~~~tL~ 

V~;~ concern CCf. ~C(19)) ~ ~) Cf;~ C ~ ~~ c'~"' ~ ~1~~J[~ C'~*' 

~);~. 

~~>~ c~~)5 ~ c'~~~~, r*-L7C' i~ be IC~V1C~--'--~'~~ 5 t~: ~ 

i~ ~CaO)~)~~~1(L ~~~*~7~:~~:~~~F"~'~1f~:~~>~' ~)~i~;~ 

~CF~IV~ ~~~~V~tL}~~, -~~:~' tLe~~~~~~~:~~~*~~ ~ 

tL~~~, ~~~~~~, fC~~L' I~~C(n)C~J~ 5eC never ~~ 

~~~!U~~~tLl~, ~z tLI~A~~~>ICi~~~';~~.--~',l~~C ~lCt~~; 

~. ~~(5). (12)~)~~ 5 eC, *-o, co'ne ~) f~;;~1 ~ u~ C~ be 

~b. ~C(13), (14)~)J~5iC. V~~)~~;~ rThere is ~~~CJ ~) 

be e~~~~;:~ ~ u < e~~:~~:~~~:~ ~ ~)~~~~ ~tLJ: 5 : 

(10) I have flown a little over all parts of the 

world ; and it is true that geography has 

been very useful to me. (The Little Prince : 
9
)
 

(ll) He has never been either hungry or 
thirsty. (The Little Prince : 88) 

(12) They seek to have actual proof that they 

have been to a certain place in their own 

rslands or abroad, because for the Japanese 

travel, and particularly tral/el abroad, rs 

still a farrly unusual and excrtmg expe-

rience. (Hozv I Discovered America : 41) 

(13) If you're like most people, there have been 

many times when you've thought, "I 
just can't wait to tell Susie" (or John or 

Mom or someone else). (Contemporary 
English : 5) 

(14) Recently there has been quite a hassle 

over the length of boys' hair. (Contempo-

rary English : 21) 

~ ~ lc~ ~tC have iC~~~~~~:T~)FB~U~~~~t~~ t~: ~ 

}~, ~~)~~C~~~c~f~~) r~~1)~V~~)~ J ~V15~:~~ c~~~ 

::~ ~4~~~ 

t~:*<, r~~lC)~tt~, (~~~'}~~~~ ~~~, ~~~; ~ ~j~ 

~~, (~~~) ~~~fJ ~)J; 5t~:~:~~~;J~lV~~tL c~V~;~ C ~ 

~~bh>~. ~)~ ~ have ~~~~4/I~~b~'-･~---･~ (Action verb) ~ 

u~;~I~~ ~tLCV1;~CO~~~) ~ : 

(15) You've had your warning and you'd better 

take it. (The Pool : 64) 

(16) I have had a long life, I have had much 

time for thought as 1 Iay alone in my 

stall, and I think I may say that I under-

stand the nature of life on this earth as 

well as any animal now living. (Animal 

Farnz : 8) 

(17) In return for your four confinements and 

all your labour in the field what have 

you ever had except your bare rations 

and a stall ? (Animal Farm : 9) 

(18) I am twelve years old and have had 

over four hundred children. (Anima l
 Farm : 10) 

(19) In the course of this life I have had a 

great many encounters with a great many 

people who have been concerned with 

matters of consequence. (The Little 
Prince : 9) 

(20) Not every one has had a friend. (The 

Little Prince : 22) 

(21) I have had to grow old. (The Little 

Prince : 23) 

(22) At most parties the host gives people the 

best wme first and saves the cheaper stuff 

until they've had plenty to drink. (A 

Child's ~ible : 54) 

(23) How long has he had this condition ? (A 

Child's ~ible : 93) 

(24) You haven't had anything to eat for 

twenty-four hours. (Contemporary Eng-
lish : 7) 

urC~~~C, tC~~~l~~C('3) (~4;)~>~F~~~~~~~~~V~~;~ 

~tLl~ ;~TtLc~~' CIC~B~~ ~tL~V~;~ have ~) ~!r V~ ~ 

l~ t~: < . How long - ? , for twenty-four hours ~ 

V1 5 Adverbials (~lj~'--,-'~~~:~O) CD'~~+';<~~;}C J~ ~; ~ ~) ~ ~~'~~ 

~tLJ~ ~. ~ tJCtL~~) Adverbials ~~ t~:e~tLi~, C 

~~ ~ ~)5~;TT~~~~f~I~~:~!~ ~~V~ ;~ ~)~>~IJ~,~ ~ tjt~:V~~> ~ 

~:~~) ~ . 

~ ~kC~~~)f*-~~~C, f~~:~i~t~4~~~~'-~~~'~'-'~-'-.~~~~;~ ~t~~V~ 

~ Iive ~C~ love IC~~~~, ~' tL~,"tL~~~~LfC~U~C~ 

(25) I have lived a great deal amdng grown-
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　　　　ups．（丁尻θ1二｛材Z8．Plrわκθ：9）

　　（26）But1t1s　a1so　the　most　mhuman，com－

　　　　mercla1　and　cyn1ca1p1ace　I畑禍ever
　　　　hv㊥d．in．（1｛oω1D｛3coηθヅθ6λ〃2αづoα：22）

　　（27）I　h亀v㊥　a1ways　且⑪禍d．the　desert　（丁加

　　　　1二づ妨1召　1干ブ｛〃oθ：89）

　　（28）He　h鯛never　且⑪Y軸　anyone．　（丁加ム肋Z召

　　　　1？r｛〃oθ：32）

文㈲，㈲は継続，文鋤，㈲は経験を，それぞれ，示して

いるものと考えられるが，それは，それぞれの文に共起

しているAdverbia1によってimp1yされているもの

であって，決してZ伽やZoηθという動詞が継続や経

験という意味を示すものではない。したがって，もしか

りに文㈱，㈱において、それぞれのAdverbia1である

αzωαツ5と雌η卯とを入れかえたならば，完了形の意味

までも入れかわってしまうであろう。そしてまたこれら

のAdYerb1a1sがなければ、それそれの文は漢然とし

た意味しかもたないのである。

　さて，以上検討してきたことから次のことが言えるよ

うに思われる。まず第一に，いわゆる状態動詞と言われ

ている動詞が現在完了形として用いられた場合，それは

必ずしも継続ばかりを意味するのではなく，経験を示す

ことも多いということである。したがって，状態動詞と

動作動詞という動詞の分類は，ただ一般的な傾向として

それが言えるだけであって，必ずしも厳密なものではな

いと言えよう。そして二番目に言えることは，継続や経

験という意味は，完了形そのものに内在するものではな

く，実は，それと共起しているAdverbla1sの機能に

よって決まるものであるということである。つまり，現

在完了形の意味解釈上，Adverbia1sが決定的な役割を

果たすということである。そしてその力は大変なもの

で，たとえば，　The　birds　haye　deserted　the㎜a

1ongwhi1e．（鳥がそれを去ってから久しい）〔Cf．太

田朗（1954：15－16）〕というような文において，∂θ∫碗

という瞬間的な動作を示す動詞の完了形でさえも継続の

意味にしてしまうほどなのである。また，第三番目に言

えることは，現在完了形の意味解釈上，Adyerbia1sの

機能が最優先するということは，逆に言えば，完了形そ

れ自体は，元来，漠然とした不定の性格をもつ表現であ

ることを意味するということである。第一の点について

はかなり具体的に検討したので，第二，第三の点につい

て以下もう少し検討してみることにしよう。

25現在完了形と有恩味的なA伽鮒b捌sの共起頻度

　現在完了形と有意味的な共起関係をもつと考えられる

Adverbia1sは全体で75例が認められたが，その使用頻

度を調査したところ次のような結果が得られた。即ち，

二回以上用いられているものは，ωθブ（14），〃ωκ（12），

・｛舳（10），αZ閉み（6），加¢（4），ツ・¢（3），伽～（3），
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～劫〃㈱（3）［伽θθ伽・θ3，！o鮒伽螂，舳仰伽θ∫］，

・肌θ（2）［・舳，o舳・ヅ肋｛・θ］，αZωαツ∫（2），〃oω（2），

伽r加g（2）で，その他加伽6α㈹ε〆伽31伽，伽

脇肋，加肋…　肋脇あツ・，加・虹あツ・，伽

gθ鮒肋・郷，αZZ〃・卿棚・，亘・ω1・惚～？，㈹〃

〃oω，伽θ械Zγ，介o伽ツω〔・ツ鮒，介o伽伽ら¢o肋肌

などはすべて一回限りの使用のものであった。

　ただし，文鋤のように一つの文の中に二つのAdver－

bia1sが共起している例もあるので，もっと厳密に言え

ぱ茅現在完了形の72例のみが有局味的なAd▽erb1a1sと

共起しているに過ぎないということになるのである：

　　（29）Six　years　haveα1rω勿passed3加o召my

　　　　fr1end　went　away　from　me，　w1th　h1s

　　　　sheep．（一17〃1二づ材ZθPれ〃oθ：22）

いずれにせよこれは，300例のうちのせいぜい四分の一

ということができるが，予想していたよりもかなり少な

い結果と言えるのではないだろうか、現在完了形にとっ

てこれらのAd▽erb1a1sは，必ずしもob11gatoryな

E1ementではないが，その意味を明確化するために、

いわば意味合図の標識として用いられているものと言え

よう・したがって，上記のDataからも，継続を示す

には3伽θ～，カブ～が，経験を示すには〃〃κ，〃ぴ，

～κ榊5，o舳，肋伽が，そして完了を示すにはα1ブ伽か

ツ，加左，μが，それぞれ，よく伴うということが確認

できるように思われる。ただし，結果を示すための標識

はとくには存在しないようである。

26現在完了形のS㊧㎜胴枇A㎜b且g固雄y

　さて，2．4において，現在完了形は，それと共起して

いるAdverbia1sをとり去れば，その意味が漢然とし

た不定の性格をもつものであることを指摘した。即ち、

たとえば文㈱，㈱において，それぞれのAdYerbia1を

とり去れば，それらの意味は，継続または経験のどちら

にでもとれるわけで，このようなAdverbia1sがなけ

れば意味が判然としないのである。

　あるいはまた，次のような文㈱を考えてみよう。

　（30）I’マ⑫欄d珊θ肋〃〃φ肌〃θ〃．It’。。bit

　　　　of　a11right・（TゐεPooZ：15）

この文⑳は，継続を意味するためには現在完了進行形に

する必要があるだろうし，また完了を意味すると解釈す

るにはContextからして少々不白然であろうが，経験

とも結果とも判断できない文であろう。もちろん，この

場合は，どちらの解釈でもよいし，またどちらに解釈し

てもさして意味は変わらないかも知れないが，このよう

に，複数の解釈が可能であることをここでは，現在完了

形のSemant1c　amb1gu1tyと呼ぶことにしよう。そし

て，現在完了形の大半の用例に意味合図の標識としての

Adverb1a1sが共起していないことからも，このような

Amb1gu1tyをもつ例は無数に存在するものと言えよ
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う。

　ではなせこのようなSemant1c　amblgultyを現在完

了形はもっているのかということが聞題となるかも知れ

ない。しかしこれは，この現在完了形という形式そのも

のの歴史的な成立遇程を考えれば当然のことであること

がわかるのではないだろうか。即ち，たとえばCurme

（1931：358）の説明：

　　The　present　perfect　has　deve1oped　out　of　the

　present　tense　of　trans1tlve　yerbs・‘Iんαηθω〃材θ〃

　the1etter，’or1g1na11y　‘Iゐαηθthe1etterω〃倣θ〃，’

　i．e．，in　a　Written　State．

にしても、あるいは細江（1973：51）の説明：

　　今日のIhaYe　wr1ttena1etterは昔Ic1脇脇
　geWrエtδ鮒肋〃（org’舳ブ伽〃）　と言ったもので，

　“I　possess　a1etter（as）wr1tten”をその原義とし

　たものであると断定できる（全然今日の配語形態にな

　ったのは14世紀）。

にしても，「（今までに）～を…した状態で（あるいは

・したものとして）もっている」というのがその原義

（Or1gma1meanmg）と考えられているからである。

　現在完了形の原義をこのように考えれば，継続事経

験，完了，結果というすべての用法が，COntext，とく

にAd▽erb1a1sとの関連から，総括的に説明可能であ

るように思われる。即ち，たとえば文㈱は，

　I　haye　the　desert1ovedxa1ways

つまり，「常に私は砂漢を愛した状態でもっている」と

いうことで，これが継続の意味となることは明らかであ

るし，同様にして，文㈱も

　He　has　anyone1oved×never

つまり，r彼はだれかを愛した状態でもっている，とい

うことは決してない」ということで、これが経験の意味

となることも当然のことであろう。あるいはまた次のよ

うな文鋤を考えてみよう：

　（31）It　h鎚　a11b㈱醐　脾⑪v軸by　documents

　　　　whlch　he　1eft　behmd　h1m　and　wh1ch

　　　　We血帆e0ψ伽左d。量SC⑪平鮒㊥d．（A〃伽αZ

　　　　1「αヅ〃2：69）

この文鋤には二つρ現在完了形が用いられているが，あ

とのほうの例は，

　We　have　d1scovered×on1y　Just

つまり，「われわれは，たったいまちょうど，（書類を）

発見した状態でもっている」ということで，これが完了

の意味となることも当然であろう。また，文鋤や㈱の最

初の用例などには，標識となるAdYerbia1がないの

で，一応Or1gma1meanmgの最も濃厚なもの，即ち

結果を意味すると解釈するのが自然なように思われる。

そして，現在完了形が結果を示すことが多いのも，この

ようなAdverb1a1sが共起していない例が全体の四分

の三もあるということとは無関係ではないであろう。

　以上検討してきたことから、現在完了形のOrigina1

meanmgは生きており，それからいろいろな意味用法

がContext，特にAd▽erbia1sとの関連から自然と発

達してきたものであることが容易に了解されよう。つま

り，現在完了形は原義的にはsemant1ca11y　amb1guous

であると言えるのである。しかしながら，今日では，現

在完了形がAspectとしての意味と形式をもつ以上，

原義的解釈のみの理解では不十分であることは言うまで

もない。

3。現在完了形の本質的意味機能

　現在完了形のもつ意味機能について，今までにさまさ

まな見解が示されてきているが，必ずしも一致した共通

見解が存在するわけではない。ここでは，現在完了形に

関するいくつかの学説を検討しながら，その本質的意味

機能について考察してみることにしよう。

31現在完了形ぱ現在までの期間を示すこと

　Quirk功αム（1972：91）によれば，現在完了形につ

いての次のような，極めて簡潔でしかもその本質をつい

た記述がみられる：

　　The　present　perfect　md1cates　a　per1od　of　t1me

　stretchmg　backwardls　mto　some　ear11er　t1me　It

　1s　past　w1th‘current　re1evance’

　　s1mp1e　past．John　Z〃θ∂m　Par1s　for　ten　years

　　present　perfect：John　1zα3　Z加θ∂in　Paris　for

　　　ten　yearS

　The　s1mp1e　past　of　the　f1rst　sentence　md1cates

　that　the　penod　of　res1dence1n　Par1s　has　come

　to　a　c1ose．The　perfective　aspect　here　denotes

　that　John　st11111ves　there　at　the　moment　of

　speak1ng（a1though　there1s　n01mp11cat1on　that

　h1s　res1dence　there　w111contmue）

これは，つまり，現在完了形の本質的意味機能について

の，I．現在から遇去のある時点に遡及するところの期

間，及びII．何らかの意味で，‘現在との関連’をもつ過

去，という二つの観点からの定義である。そして，II．

については，単純過去時制と比較しながら，そのCur－

rent　re1evanceについて説明しているのである。

　われわれは現在完了形についてのこの定義をほぼその

結論として受け入れてよいものであるが，いわゆる伝統

文法や学校文法における通常の説明とは全く異なるもの

であるため，なぜそういう結論になるのか，もう少し具

体的に考察を進めてみることにしよう。ここではまずI．

について，そしてIIについては次のSect10nで，それ

ぞれ，扱うことにする。

　さて，Bryan（1959）は，Poutsuma，Kru1smga，

Curme　Jespersenらの説く、完了形のもつ継続。結果．
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反復。完了などといった意味範蠕についてそれぞれ詳細

に用例を吟味しながら反駁を加えたものであるが，完了

形に対してBryan（1959：6－7）は次のような見解を

もっている：

　　英語の完了時制は，過去時制と違って，動作・状態

　を過去の一点に位置づけることが出来ない。それは過

　去において始まり，現在まで，乃至は，現在の直中に

　まで広がる期間の中に動作・状態を位置づけることが

　出来るにすぎない。この期間の発始点（妙伽伽43α

　吸0）は一どれほど現在に近くても，また，どれほど

　現在から遠く隔たっていてもよいが一現在に先行して

　いる任意の点とすることができるが，その終止点

　（炊刎｛1舳α∂q〃伽）は常に，現に書いたり，話した

　りしている現在の瞬間である。すなわち，現在という

　観点に立って，話手は過去における或る継続した「時」

　のひろがりを回顧し，このひろがりの中に，動作・状

　態を位置づけるのである。この遇去の「時」のひろが

　りは，次の文におけるように，瞬問的である場合もあ

　り，‘‘The　messenger　has　just　arr1Yed’’（使者が

　たった今着いた），次の文におけるように，相当の長

　さを持った期間である場合もあり：‘‘The01d　hOuse

　has　been1eft　untenanted　for　many　years”（そ

　の古家は長年無住のまま，放置されている），また次

　のShakespeareの言葉のように，遇去全体を含んで

　いる場合もある。“Men　have　died　from　time　to

　t1me　and　worms　have　eaten　them，but　not　for

　1oye．”（人間は昔から死んでは虫に食われてきました

　けれど，恋のために死んだ人はありませんジH

　　すなわち，完了時制は，動作・状態を，「時」の或

　る限界内に包括するだけであって、時制それ自体に

　は，これ以外のなんらの働きがないように思える。

引用が長くなってしまったが，要するにBryanは（現

在）完了形を，（現在までの）ある期間の中に動作。状

態を位置づけるものとして捕えているのである。

　この期間を示すというBryanの考え方を継承・発展

させた研究の一つにOta（1963）があり，それは膨大

な量のDataを用いて計数的な分析を行ないダ帰納的

な考察を推し進めたものである。0ta（1963：41）に

は，

　　Present　perfect，on　the　other　hand　　mdlcates

　the　occurrence　of　an　act1on　or　the　ex1stence　of

　a　state　1n　or　for　a　per1od　of　t1Ine　extend1ng

　from　some　t1me　m　the　past　up　t111the　moment

　of　speakmg　　　present　perfect　dea1s　w1th　the

　t1mespan　stretchmg　backward　mto　the　past　from

　nOW，．。

　　Both　present　perfect　and　past　perfect1nd1cate

　a　period　of　time．

というふうに，繰り返して，現在完了形が期間を示すも

のであることが述べられている。そしてこのように，現

在完了形が過去のある時から現在を含む期間を示すとい

う考えは，C1ose（1962：82），Pa1mer（1974：49），

Cook功αム（1967：9），Leech（1971：31），Quirk功

αZ（1972　91），Qu1rk　and－Greenbaum（1973　42）

など近年多くの学者が主張していることがらなのであ

る。

　さらに0ta（1963：57－58）はまた，Bryan（1959）

と同じく，結果・継続。完了などというのは完了形の本

質的意味機能ではないと結論している

　　Resu1tat1∀e　or　non＿resu1tatlve，cont1nuatwe　or

　non－contmuat1ve，comp1et1ve　or　non－comp1et1ve

　＿these　are　nothmg　more　than　the　tendenc1es　of

　the　context　or　the　ref1ect1on　of　the　1ex1ca1

　meanmgs　of　the　v－erbs　that　go　a1ong　w1th　the

　perfect　form　and　camot　be　sa1d　to　be　the

　def1n1ng　character1st1c　of　perfect

たしかに文脈や動詞そのものの意味を捨象した現在完了

形そのもののもつ本質的な意味機能は，“Per10d　t1rne”

を示すことにあると言ってよいであろう。実際，このよ

うに，過去のある動作。状態を，現在までの期間という

総括的な枠の申に位置づけて捕えるという，現在完了形

に対する考え方は，そのすべての用例をうまく説明して

くれるからである。

32現在完了形は現在との関連をもつ過去であること

　現在との関連（Current　re1e▽ance）という用語をは

じめて用いたのはTwadde11（19632）であると思われ

るが，Pa1mer（1974）なども用いているし，あるいは

用語こそ異なっているが，多くの学者も，「何らかの意

味での現在とのかかわり」ということは認めている。た

とえぱ，Jespersen（1933：243）の‘thePerfectis

a　retrospective　present，which　connects　a　past

occurrence　with　the　present　time，either　as　con－

tinued．up　to　the　present　mo皿ent（inc1usiYe　time）

or　as　having　resu1ts　or　consequences　bearing　on

the　present　moment，’Scheurweghs　（1959：324＿

325）の‘Thepresentperfect，〃zθ欠醐肋柘郷θげ

広oん伽6＋μ3玄μr比φZθis　found　when　the　action　or

the　happenmg　has　some　re1at1on　w1th　the　present，’

C1ose（1962．82）の‘thespeaker1sconcemedw1th

a　per1od　of　t1me　before　and　endmg　atpomt　NOW，’

Cook功αZ（196710）の‘thePRESENTPER－
FECT　tense1s　concemed　w1th“NOW　など，その

他いくらでも見出せるであろう。ここではこれらの「現

在とのかかわり」という意味を，Currentre1eYanceと

いう言葉で代表させて用いることにする。

　さて，Twadde11（19632：2）は，いわゆるrん仰θ十
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a~ ' f ~V~ ~' 

I. 'Past'(-ed, -t, alternative form of stem, zero) 

II. Current relevance (have+participle) 

III. Limited duration (be+ -ing) 

IV. Passive (be+participle) 

CC~;h~c~ ~)5 ~~)II. IC:OV~~~)~~, ~- ~) ~~ A~~ ~ u 

C. Twaddell (19632 : 8-9) ~~;lJ~l~C~~< C ~ e~~ 

UJ;~* : 

Modification II, have + participle explicitly 

Imks an earlier event or state with the current 

situation. It signals a significant persistence of 

results, a continued truth value, a valid present 

relevance of the effects of earlier events, the 

contmued relrability of conclusions based on 

earlier behavior. . . . put negatively, have+par-

ticrple asserts that there has not been any 

mtervenmg change to affect importantly the 

validity (or the inferences from the report) of 

an earlrer event or condition 

~~~~. Current relevance e~ r~~f~!C~~i~~:~l~8~t~:~ 

~~iJ, r~;~i~,~t~)~~~~~="'~~J, r~:~f~)I~~l~~~;~)･~~*~~~;~~ ~~I :~EI-c 

;~:'~;*t~ e(!~~] ~~ ~~~1)~V~~ C ~J, r~~~~~)ff?~1?C~~l~V~ 

~Tu7~~~~'-'-･~'~'~B~>~~~,~~,~~~~~~>~~Z~)~(L~J [Cf ~~l~; 

(1967 : 84)] ~?~:~~~~;~ ~ V~ ~> ~) C'~~"~~ ~. 

~ ~lC Joos (19682 : 140) c~C~)~~ ~ t~:C ~~ ~ 1) 

The perfect-marked verbs are there specifi-

cally for the sake of the effects of the events 

they designate, and that Is the essentral mean-

ing. 

the perfect phase means that the event is 

not m,entioned for its own sake but for the sake 

of its consequences. 

~;aj) ;~ . 

tJ~)~. ~~~ ~ ~l_f~~~lt~~~~R~l~ Palmer (1965, 1974) 

i(L-~;~ ~tL~. Palmer ~~e~~~;~~~:~~T~~~c~~~:~~~>~~~i:~E; 

~~~;~)~~ fF~~~?~~:~ ~ (2) c'~~"~~ ;~ ~ V~ 5 ~;~c8~t~~'~'"~'~~l~.~~1i~ ~ 1) 

~V~;~~~. Current relevance ~~[~ I~V~1C ~LIL/~~ 

~)J; ~ t~~-~~~~~u c~V*;~. ~D~. Palmer (1974 : 51) 

ICJ~tLI~~. ~~C~J~ 5t~:-~~ 

I've seen John this morning 

I've mended it three times today. 

He's written the letter. 

l~~~5~~T. ~bf/F~~) ~ ~)c~~~~~~!~~Ic~~!C 1)CV~ ~; ~) 

~~> ~ . ~] ~~brFc~~~:~B~~1J~:~~I~ 

I saw John this morning. 

I mended it three times today. 

He wrote the letter. 

eCJ~~C~~･'c' ~f~~~ ~tLfC~~~5;~ 5. U~>~;I~~ *):" 5 ~~~1 

~E:5i~T~~;~~~~l~tL~V~ ~ ~)~>1(L- 1)V~~~~~) J; 5 IC~~B~1 u 

. ~V~(~ 

'Why is the activity placed in the period of 

tune mdrcated by the present perfect rather 

than the period indicated by the simple past, 

smce It occurred within them both ?' It is here 

that we must refer to current relevance. A 

perrod of tune that includes the present is 

chosen precisely because there are features of 

the present that directly link it to the past 

actrvrty. The temporal situation being envisaged 

by the speaker is one that includes the present ; 

the present perfect, is, therefore, used. 

~~:Ji(Z)~~~~]~>~ ~ A~1 ~ ~>t~~*~; 5 1(L~. Current relevance 

,~.~~1~~:~E (Point NOW) ICa570 ~V~5~:7C> 7S~~>~~~~~;.~ 

A~1(L-~'~~~~;~'~:~~~~i~<･~'".-J~~'~~ ~~F,~;~V~1)CJ~V~c~~);~~ 

~fC~~r)~~:'tL~~V1~)~~);~ r~i~~~;J ~)~~~~:~~~~;~C~ c 

l~t~~ < , ~ 1) ~tp'~'*FQ~)~:V~ comprehensive t~:~~7L~ 7~ c~'*"a5 

~~-='~l~~~~'~'~J~5. 

~ ~ IC Palmer (1974 : 51-52) ~~~~~~tL(~' ~:･~r~5~;T 

~~:~)~U~~~~~~C~ Implications ~~~~C ~lj~~~u~~~ < C 

~ ec~ u~t ~ 

I've bought a new suit. (1 shan't be untidy any 

more) 

I've finished my homework. (May I go out to 

play now ?) 

They've left the district. (We shan't find them 

or It's no use calling on them any more) 

I've cut my finger. (It's still bleeding) 

He's broken the window. (It hasn't been 

mended) 

I've told you already. (You are stupid or I 

won't tell you again) 

They've fallen in the river. (They need help or 

Their clothes are wet) 

You've had an accident. (1 can see the bruises) 

~ ~;~/u CtL~c~ Context ~' C~)f~eCJ;~lC, e~~>ic~ 

~ ~ ~!~ ~~~t~::: * 7 :/;z,~~f~~~rf~* ~ ~ ~) c'~*"~) ;~. 

~) ~;V~b~~~fC. Quirk et al. (1972 : 91) iC~~~tL;~ 

~~~) J~ 5 t~(-~O~~~~~1 L/~~~ ;~ (L~ ~ }~~~:~;~~~~~~l~;a5 ;~ 5 

(1. a) His sister has been an invalid all her 
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　　　1ife．（｛θshe　is　sti11a1i∀e）

　（1．b）His　sisterω伽an　inva1id　a11her1ife．

　　　（加she　is　now　dead）

　（2．a）For　generations，Nepa11〃3クmあ6〃the

　　　wor1d’s　greatest　so1d1ers　（7θthe　nat1on　of

　　　Nepa1must　sti11exist）

　（2．b）For　generations，Spartaクroゐκθ∂Greece’s

　　　greatest　so1dlers　　（肥　the　state　of　Sparta

　　　may　no1onger　exist）

　（3　a）Peter1〃3z仰2κθ∂h1s　ank1e　and1t’s　st111

　　　bad．

　（3．b）＊Peter　ん伽　｛〃加陀6　his　ank1e　but　now

　　　it’s　better．

これらはすべて，過去時制との比較において捕えられて

いるが，それぞれの現在完了形は明らかにCurrent

re1evanceをもつことがうかがえる例である。文（1．a）

も（1．b）もいわゆるr継続」を示すが，Current

re1evanceの意味をもたない故人に対しては（1．b）の

ように過去時制を用いるし，文（2．a）や（2．b）もや

はり「継続」（または反復・習憤）を示すが，その主語が

もはや存在しない場合は，やはりCurrent　re1evance

の意義を失っているので，（2．b）のように遇去時制を

用いることになるのである。また，文（3．a）はr結

果」（または完了）を示すと考えられるが，切鮒6とい

う動作そのものが現在にまで尾を引いているから現在完

了形が用いられているのであって，もしもその負傷が直

っていればCurrent　re1e▽anceをもたないので過去時

制が用いられるはずであり，したがって（3．b）のよう

に現在完了形を用いることはできないのである。

　ただし，Twadde11（19632：9）も言っているよう

に，過去時制が，決してCurrent　re1evanceをもつこ

とを否定するものではないことに注意しなければならな

い：

　　NB　that　the‘Past’：mod1f1cat1on　by　no　means

　den1es　such　current　re1evance，Per　se　Mlod1f1ca－

　t1on　I　ne1ther　aff1rms　nor　den1es　that　the　ear11er

　event　or　state1s1mked　w1th　the　current　s1tua＿

　tiOn．

そこで，たとえば次のような文（4．a）、（5．a）につい

て考えてみよう：

　（4　a）It　ramed　hard　a11mght　［Cf　Bryan（1959

　　　12）コ

　（5．a）Did　you　read　that　artic1e　in　the　news＿

　　　paper？［Cf．Keene　and　lMatsunami（1969：

　　　58）コ

これらの文は，それぞれ，その当然の結果として，明ら

かに文（4b），（5・b）のようなニュァンス，つまり

Currentre1eYanceをもつものである

　（4b）The　earth1s　wet　th1s　mormng

　（5．b）You　can　ta1k　to　me　about　it．

したがって，過去時制といえどもCurrent　re1evance

をもつわけであるから，それをもつことは現在完了形の

必要条件ではあっても，必ずしも十分条件ではないとい

うことができよう。つまり，否定的に言うなら，Cur－

rent　re1evanceがないのに現在完了形は用いられない

ということなのである。

　ところで，遇去時制にとってCurrent　re1evanceは

必要条件でもなけれぱ十分条件でもないにもかかわら

ず，過去時制もCurrent　re1evanceをもつことがある

以上，過去時制と現在完了形をどのように使い分ければ

よいのかという問題が生じることになる。が，これに関

して重要なPointは，現在完了形がr現在を含む期間

を示す」のに対し，過去時制は「現在を含まず，現在と

は時間的に断絶・間隙があることを示す」ということで

あろう。即ち，Speakerの意識・関心が，現在完了形

の場合はPoint　NOWにあり，したがって現在として

の意識が強く、遇去時制の場合はそれがPomt　THEN

にあり，したがって過去としての意識が強いということ

ができるであろう。Speakerのこのような認識の相違

が現在完了形と過去時制との便用上の選択を決定するも

のと言えるのではないだろうか。

　このことをたとえば次のような例で確認してみよう：

　（6．a）Now　where　did　I　put　my　g1asses　P

　（6b）Now　where　have　I　put　my　g1asses？［Cf

　　　Leech（1971：38）コ

　（7．a）I　saw　him　this　March．

　（7．b）I　have　seen　him　this　March．［Cf．Leech

　　　（1971：41）コ

メガネを置き忘れた人は，文（6．a），（6．b）のどちら

をも用いることができる（mterchangeab1e）が，この

両者にはやはり認識のしかた，重点のおきかたに相違が

認められる。即ち，（6，a）はメガネをなくした過去の

ある特定の時点にSpeakerの注意が向けられている

し，（6b）はその動作のもつCurrent　re1evanceに

その注意が向けられているといえよう。したがって（6．

b）の場合は，‘Where　are　they　nOw？’というニュア

ンスの意識が濃厚であるといえるであろう。また，文

（7・a）には，r三月はもう終わっている」という過去

の意識がみられ，（7．b）には、r三月はまだ終わってい

ない」という現在を含む意識がみられるであろう。そし

てこれらの相違が，過去時制及び現在完了形の選択決定

の重要なPsycho1oglca1e1ementとして機能している

ように思われるのである。

33現在完了形ば時問的に不定であること

　現在完了形は明確に遇去時を示すAdverbia1sと用

いることはできないとよく言われるが，ここではこのこ



70 現在完了形についての一考察

とに関連して，現在完了形のもつ　‘Tempora1indefi－

n1teness’［Cf　Ka1uza（197717）コについて，若干考

察してみることにしよう。

　たとえばLeech（1971：32）は，次のような文

　H〃θyouみθ肋to　Amer1ca？

は，その動作の回数及び時間の両方が不定（unspeci－

fied）であるという。回数については頻度副詞などによ

って補われるとしても，時間の不定性については，それ

が現在完了形の一つの特徴と考えられるだけに，一考を

要する間題であるかも知れない。

　しかしながらこのTempora1mdef1mtenessについ

ても，今まで検討してきたこと，即ち現在完了形は，過

去の動作。状態を現在を含む期間の中で捕えるものであ

るという考え方，換言すれば，動作・状態そのものは過

去に起こり，しかもそれがCurrent　re1evanceをもつ

という二重の考え方からして，それは必然的な結果に過

ぎないことがわかるであろう。つまり，現在完了形は明

確に過去とも現在とも言えないわけで，時間関係は極め

て漠然としているのである。そしてその当然の結果とし

て，それと共起する時のAdverbia1sにもおのずと制

限が生じるわけで，明確に過去を示すものや，まして未

来を示すものは用いられないが，現在を含むものは用い

ることができるということになろう：

　＊I　have　seen　him　yesterday．

　＊I　have　seen　h1m　tomorrow

　I　have　seen　hin1today．

また，Ka杣乞a（1977：17）は，次の例が示すように，

動作。出来事そのものの時間は決して十分に決定される

ことはない　（‘the　t1me　of　the　event1tse1f1s　neYer

fu11ydeterm1ned’）という

　I　have　worked　th1s＝mommg

　＊I　hav’e　worked　at　e1ght　o’c1ock　th1s1皿ommg

　さらにCurme（1931360）は現在完了形が時間的に

不定であるのに対し，過去時制は時間的に定であること

も述べている：

　　The　present　perfect　can　be　used．of　time　past

　on1y　where　the　person　or　the　th1ng　m　quest1on

　st111ex1sts　and　the1dea　of　past　t1me1s　not

　promment，1e，where　the　reference1s　genera1or

　mdefmlte　‘John肋∫ろθ刎μ舳5加∂many　t1mes’

　（9enera1statement），but‘Johnωα3μ伽∫加∂

　many　t1mes1ast　year（defmte）‘Iゐωθろθθ〃m

　Eng1and　tw1ce’（mdefm1te　t1me），but　Iω伽m

　Eng1and　tw1ce1ast　year’

　同じ主旨の説明はまたQuirkθ乏α1．（1972：92）な

どにもみられる：

　　In　the　fo11owmg　examp1es　the　past1mp11es

　def1n1te　reference　and　the　perfect　1ndef1n1te

　reference：

　　1）z6　you　んθαヅ　Segov1a　p1ay　P　（‘on　a　certa1n

　O㏄aSiOn’）

　　肋ηθy・・ん鮒6S・g・・i・p1・y？（‘・t・nytim・’）

　以上のことからも，たしかに現在完了形は時間的に不

定であり。過去時制は定であることを認めてもよいであ

ろ㌔　したがって，たとえばLeech（1971：37）など

が指摘しているように，会話を始める際不定の現在完了

形から定の過去時制へと移行するPattemは注意され

てよいものであろう。たとえばそこにあげられている次

のような会話の流れはごく自然なものであるように思わ

れるのである：

　A　I’眺on1yろθ舳to　Sw1tzer1and　once

　B：How∂〃you1ike　itア

　A’Itωωg1or1ous＿weんα6beaut1fu1weather

　　a11　the　tirne．

　同じような主旨の発言はまた，Qulrk　and　Greenbaum

（1973：44）にもみられる：

　　Through　its　abi1ity　to　invo1ve　a　span　of　ti二me

　from　ear11est　memory　to　the　present，the　perfec＿

　t1ye　has　an　mdefm1teness　whエch　makes1t　an

　apPropr1ate　Yerba1　express1on　for1ntroduc1ng　a

　top1c　of　d1scourse　As　the　top1c　1s　narrowed

　down，the　emergmg　def1n1teness1s　marked　by

　the　slmp1e　past　as　we11as　m　the　noun　phrases

そして次の2例があげられているが，話題がしぼられて

くるにつれて定的な感じが強くなり，それが名詞句にも

動詞句にも明示されるようになるというのである：

　He　says　that　heゐω3θ刎a　meteor　at　some　t1me

　　（between　ear1iest　memory　and　the　present）

　He　says　that　he3αωthe　meteor1ast　n1ght　that

　　eYeryone　is　so　excited　about．

そしてまた，時を示す副詞旬もそれに応じて定的な表現

が用いられることはもちろんである。

　なお，このように，現在完了形が時間的に不定であ

り，しかもその意味も文脈に依存するということを考え

合わせると，現在完了形に対する細江（1973：69）の

r確認確述」という定義，即ち，「ただその陳述される

事件が，言者の発言する際その知覚意識内に強力な印象

を与えているとき，それを明りょう確実に表示するのが

この語形の本義である」という考えは必ずしも的を得た

ものとは言い難いように思われる。それはこの二つの考

え方が本質的に相容れないものであるからである。

4。む　す　び
　今までの英語教育における現在完了形の指導は，たし

かに四つの用法に分類整理して教えることに終始してき

たと言ってよいであろう。これは多分に便宜的なもので
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あったにせよ，英語学者の説明のなかには，継続。経験・

完了・結果の四つに分類しているものはどうも見当たら

ないようであるし，学者によってはその他反復・習憤・

不定遇去・状態・Hというふうに，分類のしかたもそ

の呼称も異なり，それぞれの説が極めてまちまちである

ことを考えると，日本の英語教育においては，その是非

はともかくとして，まさに画一的な指導が行なわれてき

たと言えるのである◎

　ところで2．6において，現在完了形がいくつかの意味

に解釈が可能であること，即ち，そのSemantic　ambi－

guityについてみたが，こ．れはとりもなおさず従来の四

つの分類による指導では処理しきれないことが多いこと

を示すものであると言えよう。したがって，現在完了形

は必ず四つの用法のどれかであり，必ずそれで割り切れ

るのだといったニュアンスの伴う指導は間題であろう。

用法の区別を厳密に指導することは，逆にわれわれ自身

の首をしめる結果となるからである。

　さらにまた，現在完了形がSemantic　ambiguityを

もつということ自体，今までの指導がその本質を十分に

捕えたものではなかったことを示しているようにわ思れ

る。即ち，これはContext及ぴAdverb1a1の機能を

捨象した現在完了形そのもののもつ本質的意味はもっと

ほかに存在するのではないかということを予想させるも

のなのである。そしてわれわれに必要なものは，これら

の四つの用法のすべてを包括的に説明してくれるCOm－

prehensweな本質的な捕え方であろう◎けだし，それが

即ち効果的な指導法に直結するものであるからである。

　さて、3．において，Aspect的な新しい視点から。そ

のような現在完了形の背後に存在するはずの本質的意味

機能を求めて検討してきたのであるが，そこで論じた重

要なPointsとして，

　I．現在完了形は現在までの期間を示すこと

　II．現在完了形は現在との関連をもつ過去であること

　m　現在完了形は時間的に不定であること

の三つをあげることができるが，本質的意味はやはり

I．であって，II．及びIII．はその副次的な効果であると言

えよう◎現在完了形がこのように本質的には期間を示す

ものであるという考え方は，すべての用法をその枠内の

動作・状態として無理なく説明してくれるし，従来の伝

統文法家にはこのような観念が希薄であったために，彼

らはその表面的なニュアンスの相違に幻惑され，その本

質を見失ってきたきらいがあると言えるのではないだろ

うか。

　ところで，効果的な指導法についての具体的な実践計

画そのものについては，ここでは示し得なかったが，今

後の指導のあり方の方向として次のようなことが望まれ

ると言えよう。即ち、今までは四つの用法の指導に重点

を置き過ぎてきたが，それはあくまでもニュアンスの指

導に遇ぎず，本質的な指導ではなかったのであるから，

そのような表面的な細かな分類による指導だけではなく

以上に検討してきた本質的意味機能をふまえた上での指

導が望まれるということである。いわば指導上の重点の

比重を逆転させる必要があるであろうし，またそのニュ

アンスの説明にしても，単にr結果」だけではなく，す

べてを統一的に処理できるCurrent　re1eYanceという

cOmprehens1∀eな考え方による指導が望まれると言え

よう。なお最後に，われわれはふだんほとんど意識しな

いが，現在完了形のOr1gma1meamngは依然として

生きているのであるから，この原義的な説明も案外有効

なのではないかと思われることも付言しておきたい。

5。参　考文　献

荒木一雄他（1977）『助動詞』東京：研究杜

Bryan，W．F．（1959）「現代英語の過去と完了」（中條

　和夫訳）東京：研究杜

Chomsky，N　（1957）8〃肋肋　　8炉〃c肋閉　　The

　Hague：1M1outon
　　（1965）　ノ15クθ6姑q〆τん召　つ「1zθ0ブッ　げ3ヅηオα工

　Cambr1dge，Mass　M　I　T　Press
C1ose，R．A．（1962）亙〃g〃曲α∫αFoブθ｛g・〃ムα〃g・伽gθ

　London　George　A11en＆Unwm
Cook，J．L．功αZ．（1967）A1Vθω1凧αツ之o　Proヅたづακツ

　〃z五〃gZz5んOxford　Bas11B1ackwe11

Curme　G　O（1931）的肋α”Boston　Mass．Heath
五島忠久・織田稔（1977）r英語科教育基礎と臨床』東
　京：研究杜
Homby，A　S　（1954）A　G刎ゐオo　Pα娩r郷α〃

　ひ∫αgθ〃z　E〃g．ZωんLondon　Oxford　Un1v　Press

細江逸記（1973）『動詞時制の研究』（新版）東京：篠崎

　書林

Jespersen，O．（1931）A〃6∂ぴηE〃9Z｛5んG閉伽刎αブ

　o〃H伽oブづ6αZ　Pr伽6ψ1θ5（Part　IV）　Copenhage口：

　Munksgaard
　　（1933）亙5531肋αZ5q戸E〃9・1z5んGブαη〃ηαヅLondon．

　George　A11en＆Unwm
Joos，M．（19682）珊θEηgZ肋γκろ：Fo閉αη∂

　脇舳〃g5Mad1son，W1s　UmY0f　W1sconsm
　Press

Ka杣za，H　G（1977）“System1c　Defm1t1ons　of　the

　Present，Present　Perfect，and　Preterite　Tenses”

　丁加E〃gZゼ5んTω6ん加g　Fo閉伽（USIA）yo1．XV

　No．3pp．15＿18
Keene，D　and　Matsunam1T　（1969）抄oろZ肋5〃z
　11；πg1狐んTokyo　Kenkyusha

Kuru1smga，E　（19315）A　H伽肋oo冶げpザωθ励一Doツ

　E〃g・Zz5ん（Part　II，1）Gronmgen　Noordhoff

国広哲弥（1967）r構造的意味論一日英両語対照研究一』

　東京：三省堂
Leech，G．N．（1971）Mθα〃伽g・α〃肋θEηg1ゐん

　篶rろLondon’Longman
太田朗（1954）r完了形。進行形』東京：研究杜

Ota，A．（1963）　Tθ郷θ〃z∂A功κ左φP陀5θ励＿Dαツ

　五刎κκ刎五昭Zz曲Tokyo　Kenkyusha



72 ~i: ~~ 7"7--'T~~ T ~'-･ }c~ 

Palmer, F. R. (1965) A Linguistic Study of the 

English Verb London : Longman 

(1974) The English Verb London : Longman 
Quirk, R. et al. (1972) A Gralnmar of Contem-
porary English London : Longman 

Quirk, R. and Greenbaum, S. (1973) A Universit_v 
Gralmnar of English London : Longman 

Scheurweghs, G. (1959) Presen.t-Day En,glish 

S_vntax London : Longman 

~) V~ ~ ~) - ~ ~~ 

Thomson, A. J, and Martinet, A. V. (19692) A 
Practical English Grana71,ar London : Oxford 

Univ. Press 

Twaddell, W. F. (19632) The English Verb 
Auxiliaries Providence, R. I. : Brown Univ. 

Press 

Zandvoort, R. W. (19695) A Handbook oj English 

Gra7nmar London : Longman 


